






人生の大先輩である森さんの溢れる
活力に、20代の私たちも負けていら
れないなと思いました。お互いに深く
理解し合う関係は、『ともに生きる』た
めの大きな足掛かりになり得ると強く
感じました。



アートは言語や文化を軽々飛び越えて、
誰一人取り残さない表現だと感じま
した。アーティストさんたちの協働によ
り個性や想いが結集し、地域住民の
想いも乗せて創り出されるアートの
力は、まさに最強！
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子ども食堂の開催
対象：基本的には平井小学校区の子どもたち

私は、子どもの頃から美和団地に住んでおり、当時は
地域の方が母子家庭だった私の面倒を見てくれてい
ました。現在は、その地域への恩返しの気持ちと、シニ
ア世代の孤独死や家庭での子どもの孤食の話を耳に
したことで、何かできないかという想いから、多世代
交流型の子ども食堂を始めました。いろいろな年代の
スタッフがいるため、親しみやすい雰囲気です。子ども
食堂では、食育を大事にしています。やりたい子どもは
調理も行います。

いろいろな国の人と仲良くなるには、食事が大事な要素だと
思うので、フィリピン出身のスタッフにフィリピン料理を作っ
てもらうこともあります。また、みんなで一斉に何かをするの
ではなく、一人ひとりのやりたいことを尊重して、学校とはま
た違う自由な雰囲気を大事にしています。

一人ひとりを大切に

やりたいことは我慢しないで自由にいることが1番だと思います。スタッフも楽しみ
すぎて疲れるほどです。また、例えば子どもが何かをこぼしてしまった時でも「やけ
どしてない？」「こぼしても拭けばいいんだよ」などの声かけを意識して、失敗して
もいいと感じられるような雰囲気を大切にしています。
子ども食堂に来てくださったら、調理をしたり、子どもたちと遊んだり、ご自身の
得意を活かしてもらえると嬉しいです。年の近いお兄さんお姉さんが好きな子ども
たちもいるので、一緒に遊ぶだけでも大歓迎です。

見学させていただいた短い時間でも、
子どもたちやスタッフの皆さんがたく
さん声をかけてくださいました。賑や
かな雰囲気で、エネルギーが溢れて
いる居心地の良い空間でした。

ありのままを尊重する
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設立年
2021年

活動頻度
月1回

*長期休暇期間月2回

活動日時
第2土曜日
10:00～16:30 

または16:30～19:30

活動場所
県営美和集会所

構成員
約17名

ボランティア含む

活動参加年齢
小学6年生以上

代表

活動の
 内容

子どもの頃の想いを胸に
















